



























































































































































そのうち、女性は三〇名（五六 ・ 六％） 、留学生は一五名（二八 ・ 三％） 、
他大学大学院からの進学者は一六名（三〇 ・ 二％）であった なお、
学振Ｄ













































地方 国立 公立 私立 省庁大学校
全国 18校（24研究科） 3校（3研究科） 24校（28研究科） 1校（1研究科）
北海道 2校（2研究科） ０ ０ ０
東北 1校（1研究科） 1校（1研究科） 1校（1研究科） ０
関東 5校（7研究科） ０ 16校（19研究科） 1校（1研究科）
中部 4校（4研究科） ０ 2校（3研究科） ０
近畿 3校（5研究科） 1校（1研究科） 4校（4研究科） ０
中国 1校（1研究科） ０ 1校（1研究科） ０
四国 ０ ０ ０ ０
九州 2校（4研究科） 1校（1研究科） ０ ０
表 教育機関の数と分布
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 「小規模の地方大学はイスラーム地域に関わる若手研究者養成には不向きであると感じており、研究者の見込みがある 生が現れた場合は、より環境のよい大学院に進学してもらうつもりでいる。 」
　　
・
 「東京や京都といったイスラーム研究者が集中する地域と、まったく存在しない地域との間で、大学院生が不利益を被ること 多々あように見受けられる。 」
　　
・


































 「若手研究者にとってもっとも不幸なことは、成果至上主義によって、諸奨学金、学振や科研の採択が決められることである。歴史学という学問分野は とりわけ現地語の習得が不可欠なイスラーム地域に関しては、それほど短期間に多くの業績をあげ は難しい。その結果、優秀な院生も 進学を断念せざるを ない状況にある
　　
・
 「学生たちは、業績主義にさらされ、それが奨励金と直結していて、インプットが不十分なままにアウトプットに走る傾向 あ 、人文科学にとって大きな問題に っている。 」
　　
・
 「研究発表の機会が多くなっていることは歓迎すべきことだが、必要最小限の研究誌の整理 なく流行のテーマに流される傾向も見える。また研究発表の数をこな うとする傾向が強く、発表のための発表が増えている。 」
　　
・


























 「研究を志す学生は増えたが、就職や活躍 場をさらに広げる必要がある。 」
　　
・
 「学位を取得した若手 究者が活躍できる場が大学や研究所以外にもっと広がってほしい。 」
　　
・





























































 「 ︹所属する大学院に︺イスラーム地域の専門家が一人しかおらず、学生のニーズを考えるとそれでは本当は足りないが、そう簡単に増員できない点。 」
　　
・
 「 ︹回答者自身は現在主指導学生を持つ立場になく、他の︺常勤教員の中にも、中東・イスラームを専門とする教員は、皆無であり、学生の中には、アラビア語などの習得や、中東研究を目指す院生もいるが、それに十分に対応できる態勢になっていない。 」
　　
・



























































































 「 ︹出版されている多くの博士論文を︺英語で発信していくことが重要な課題である。 」
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 「いずれの研究分野においても、博論執筆前の大学院研究期間内で、研究対象地の中東地域の学術機関に所属する形で数か月から半年滞在し、資料調査やフィールドワーク ならびに現地 人々の交流ができるようなプログラムを設置することは、今後 若手研究者 視野の広がりと、その研究の継続推進に有益 考える。またそのプログラムが実施できるような、資金面で 公的援助体制が必要と考える。 」
以上、本調査結果から得られたイスラーム地域研究に関わる大学院教育、
若手研究者の育成についての現状、問題点について概要を示した。本調査結果のまとめに代えまして、ご多用の中で本調査に協力していただいた回答者の皆様に重ねて御礼申し上げます。イスラーム地域研究に関わる大学院教育、若手研究者の育成 改善、発展の一助とするため本調査の結果 有効に活用したいと存じます。
